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90

年
と
い
う
時
に
思
い
を
馳
せ
、

常
に
皆
さ
ま
に
必
要
と
さ
れ
る
病
院
で
あ
る
た
め
に

井
荻
村
と
荻
窪
病
院
の
ミ
ニ
ト
リ
ビ
ア

 

当
院
は
2

0

2

3
年
12
月
で

開
設
90
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
世

界
有
数
の
航
空
機
メ
ー
カ
ー
で
あ

っ
た
「
中
島
飛
行
機
株
式
会
社
」
東

京
工
場
内
の
小
さ
な
診
療
所
が
、
当

院
の
始
ま
り
で
す
。
戦
後
、
中
島
飛

行
機
株
式
会
社
が
解
体
さ
れ
た
際

に
病
院
と
し
て
独
立
。
1

9

5

0

年
に
医
療
法
人
の
認
可
を
得
て
、
今

日
に
至
り
ま
す
。

そ
の
昔
、
井
荻
村
と
呼
ば
れ
た
こ

の
あ
た
り
は
農
地
ば
か
り
で
人
々

の
暮
ら
し
は
豊
か
と
は
言
え
ず
、
新

た
な
産
業
と
雇
用
を
生
み
出
す
た

め
に
村
長
の
並
々
な
ら
ぬ
尽
力
※

に
よ
っ
て
誘
致
さ
れ
た
の
が
東
京

工
場
で
し
た
。
も
し
、
誘
致
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
ら
荻
窪
病
院
は
な
か

っ
た･･･

か
も･･･

し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

★
★

★

1933 年
(昭和 8 年)
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中
島
飛
行
機
株
式
会
社 

東
京
工
場
の
診
療
所
と

し
て
ス
タ
ー
ト 

1936 年 
(昭和 11 年)

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２

階
建
て
の
「
中
島
飛
行

機
附
属
病
院
」
と
な
る 

1968 年
(昭和 43 年)

新
病
院
を
竣
工
。
当
時

の
荻
窪
病
院
を
ご
存
知

の
方
も
多
い
で
す 

感謝を込めて 

戦
時
中
は
患
者
さ
ん
を
空
襲
か

ら
守
る
た
め
、
近
隣
医
療
機
関
や

個
人
宅
の
提
供
を
受
け
分
院
す
る

な
ど
、
古
く
か
ら
の
地
域
と
の
関

係
を
記
す
記
録
も
あ
り
ま
す
。
病

院
に
対
す
る
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・

ご
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
の
90
周

年
。
当
院
は
こ
れ
か
ら
も
、
地
域

の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
「
な
く
て
は

な
ら
な
い
病
院
」
で
あ
り
続
け
る

1994 年 
(平成 6 年)

現
在
の
７
階
建
て
に
。 

２
６
４
床
・
診
療
科
11

の
病
院
に
成
長 

2023 年
(令和 5 年)

２
０
１
３
年
に
別
館
を
建

て
急
性
期
機
能
を
強
化
。

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

機
能
し
て
い
ま
す 

よ
う
、
職
員
一
同
、
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

※
当
時
の
村
長
、
内
田
秀
五
郎
氏
は

杉
並
の
街
づ
く
り
の
偉
人
と
さ
れ
、

道
路
整
備
、
西
荻
窪
駅
や
西
武
線
３

駅
の
誘
致
、
小
学
校
の
増
設
、
水
道
の

敷
設
な
ど
多
大
な
功
績
を
残
し
ま
し

た
。
東
京
工
場
の
誘
致
に
は
反
対
意

見
も
あ
っ
た
中
、
環
境
維
持
に
配
慮

し
た
工
場
建
設
の
約
束
を
取
り
付

け
、
村
に
発
展
を
も
た
ら
し
ま
し
た

（
参
考
文
献
「
内
田
秀
五
郎
伝
」）
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1
月
6
日(

土)

に
当
院
の
7
階
レ

ス
ト
ラ
ン
で
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
ジ
ャ
ズ
シ
ー
ン
で
活
躍
さ
れ
た
ス
テ

ィ
ー
ブ
・
サ
ッ
ク
ス
さ
ん
に
よ
る
10
回

目
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
こ
れ
ま
で
は

12
月
に
行
わ
れ
、
年
明
け
で
の
開
催
は

初
め
て
だ
っ
た
た
め
選
曲
が
難
し
か
っ

た
と
ス
テ
ィ
ー
ブ
さ
ん
。
日
本
ら
し
い 

Ogikubo Hospital's Purpose 

患者さん、地域のために持続的な健康と幸せを 

ン
ド
よ
り
、
一
緒
に 

イ 
働
く
仲
間
を
迎
え
ま
し
た 

の
痛
み
に
再
生
医
療
を 

膝委 

Ａ
Ｐ
Ｓ
療
法
の
ご
紹
介 

び
と 

学びい 

｢

み
ん
な
の
健
康
講
座｣

を 

２
月
10

日(

土)

午
後
に
開
催
!! 

  

い
で 

寒
い
冬
を
乗
り
越
え
よ
う
！ 

23
年
11
月
よ
り
、
当
院
は
厚
生
労

働
省
『
特
定
技
能
「
介
護
」
』
制
度
の
も

と
、
一
定
の
専
門
性
・
技
能
を
有
す
る

外
国
人
ス
タ
ッ
フ
を
イ
ン
ド
よ
り
迎

え
ま
し
た
。 

病
棟
の
ナ
ー
ス
エ
イ
ド
（
看
護
補
助

者
）
と
し
て
、
看
護
師
の
指
示
の
も
と

患
者
さ
ん
の
お
世
話
を
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

勤
労
福
祉
会
館
（
杉
並
区
桃
井
4-

3-

2
）
に
て
、
健
康
講
座
を
行
い
ま
す
。 

【
第
一
部
】
は
当
院
の
内
科
・
循
環
器
内

科
・
外
科
・
整
形
外
科
・
脳
神
経
外
科
・
泌
尿

器
科
の
医
師
6
名
に
よ
る
講
演
、【
第
二
部
】

は
噺
家
さ
ん
よ
る
落
語
と
、
学
び
と
笑
い
の

あ
る
講
座
を
企
画
し
て
い
ま
す
。 

お
申
し
込
み
は
1
月
中
旬
よ
り
当
院
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
予
定
く
だ
さ
い
（
西
荻
地
域
区
民
セ

ン
タ
ー
協
議
会 

協
働
事
業
）。 

膝
の
痛
み
が
つ
ら
い
が
手
術
に
は

踏
み
切
れ
な
い
―
そ
ん
な
方
に
検
討

い
た
だ
き
た
い
の
が
、
膝
関
節
セ
ン
タ

ー
で
行
っ
て
い
る
「
Ａ
Ｐ
Ｓ
療
法
」
で

す
。
自
己
血
よ
り
採
取
し
た
Ａ
Ｐ
Ｓ

（
自
己
タ
ン
パ
ク
質
溶
液
・
抗
炎
症
成

分
な
ど
関
節
の
健
康
に
関
わ
る
成
分
）

を
膝
に
注
射
し
、
痛
み
を
和
ら
げ
る
再

生
医
療
で
、
様
々
な
基
準
を
ク
リ
ア
し

た
医
療
機
関
の
み
実
施
が
可
能
で
す
。

自
費
診
療
と
な
り
片
膝
33
万
円

（
税
込
）
と
高
額
で
す
が
、
ヒ
ア

ル
ロ
ン
酸
な
ど
の
保
存
療
法
で
痛

み
が
改
善
し
な
い
方
、
す
ぐ
に
手

術
で
き
な
い
方
に
適
し
て
い
ま

す
。
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細

を
解
説
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ 

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

理念 

基本 
方針 

患者さんへ安心で信頼される医療を提供します。 

職員へやり甲斐のある仕事と豊かな生活の場を提供します。 
 

１.急性期医療に全力で取り組み、地域社会に貢献します。 

２.個人の権利を尊重し、相互信頼に基づいた患者さん中心の医療を提供します。 

３.豊かな人間性と優れた技能を有する医療人の育成に努め、活力のある病院づくりをします。

４.経営の健全化に努め、質の高い医療を地域に提供し続けます。 

O g i k u b o   H o s p i t a l  T o p i c s 
 

年内は 12 月 29 日(金)まで、年始は 1 月 4 日(木)より外来診療をいたします 

↑
会
場
の
勤
労
福
祉
会
館 

←前回の 
｢みんなの健康講座」
の様子です 


